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ー広範囲顎骨支持型装置治療マニュアルー 発刊に際して

理事長 嶋田　淳
公益社団法人 日本顎顔面インプラント学会

日本顎顔面インプラント学会の専門医制度の設立は

2008年である。専門医が認定されるのはその後 5年を
経てからとなる。それらに遡る 1993年に、日本口腔
外科学会のなかで口腔外科領域における生体材料とイ

ンプラント治療の必要性を認識していた有志が本会の

前身である日本顎顔面臨床生体材料研究会を立ち上げ、

その研究会が発展する形で 1997年に日本顎顔面イン
プラント学会と改名され、まず一般社団法人として野

間弘康理事長のもと産声をあげることになった。その

後、瀬戸皖一理事長の体制に引き継がれ、更なる本学

会の発展と会員数の増加を機に、学会発足後 10年を経
て専門医制度が設立されることになったのである。し

かし、インプラント専門医認定のための基盤が未成熟

であったため本学会の専門医認定の図式は特殊で、ま

ず日本口腔外科学会認定口腔外科指導医・専門医保有

者を顎顔面インプラント学会指導医として認定し、同

時に指定研修施設を認定して、その中で顎顔面インプ

ラント専門医教育の醸成を図り、ようやく顎顔面イン

プラント専門医がスタートすることになった。ただし、

これらの専門医取得のための臨床経験や学術研究履歴

の必要要件は妥当なものであったが、専門医取得希望

者が履修すべき顎顔面インプラント・広範囲顎骨支持

型装置等の研修カリキュラムは設定されておらず、ま

た履修する際に参考とするガイドラインや治療指針も、

治療内容の特殊性や専門性が高度であるため、未作成

の状況にあった。そのような中、日本口腔インプラン

ト学会と共同で推進が図られることになったいわゆる

広告可能なインプラント歯科専門医の取得に向けての

活動を背景にして、当時教育研修委員会委員長であっ

た私が理事会において、研修カリキュラムと治療指針・

ガイドラインの必要性を提案する機会があり、理事会

の満場一致の支持を得て、それらの作成段階に漕ぎ着

けたと記憶している。

当初はエビデンスを有する学術論文を集約して、CQ
形式でのガイドライン作成を目指したが、RCS論文は
皆無で、また Review論文も殆どなく、Caseシリー
ズが散見されるのみであり、本形式でのガイドライン

の作成は困難で、また無理な作成は読者に誤解を与え

る可能性もあり断念せざるを得ないとの結論に達した。

また同時に顎骨再建インプラント（広範囲顎骨支持型装

置等）について、集約された教科書や症例集、あるいは

マニュアル的なアトラスも皆無であり、顎顔面インプ

ラント学会会員が、再建インプラントを施行する際に、

手元において参考とできる書籍の必要性を痛感するこ

とにもなった。

編集委員会において、図表や文言を主体とした治療

指針の内容では、執筆者の意図が伝わりにくいとされ

た。その結果、執筆者の著作権（業績）を重視しつつ、

執筆内容も伝わりやすい症例写真を掲載する構成での

書籍とすることで意見が集約され、本書の作成に至っ

た次第である。

本書の出版にあたり、編集委員長の管野貴浩先生は

じめ編集委員会の先生、また貴重な症例写真の提示も

含めてわかりやすく説得力のある本文を執筆いただい

た執筆陣の先生、用語の統一に尽力いただいた用語用

字委員会・雑誌編集委員会の先生、査読校閲をいただ

いた理事の先生、それに編集と出版に協力いただいた

ゼニス出版の森山氏に、衷心からの御礼を申し上げる。

本書は顎骨再建インプラントの日本および世界におけ

る初めてのまた唯一のまとまった書籍であり、顎顔面

インプラントを実践する多くのインプラントロジスト

に頻用されることを願って止まない。

2022年 8月
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委員長 管野 貴浩

顎骨再建とインプラントによる治療指針 
ー広範囲顎骨支持型装置治療マニュアルー
公益社団法人 日本顎顔面インプラント学会

診療ガイドライン作成委員会

2012年の歯科診療報酬改定により、それまで先進医
療「インプラント義歯」として取り扱われてきた治療の

一部が「広範囲顎骨支持型装置埋入手術」、「広範囲顎骨

支持型補綴」として歯科保険治療に導入された。腫瘍、

外傷、骨髄炎や唇顎口蓋裂等の先天性疾患などに起因

する顎口腔欠損患者には、摂食・嚥下・構音などの機

能障害や形態審美障害がしばしば生じる。従来から顎

補綴治療や、無論ブリッジや可撤性義歯（顎堤形成後の

可撤性義歯を含む）による治療が行われるが、欠損の

大きさや部位、残存歯数によっては、咀嚼をはじめと

した顎口腔機能と形態回復が困難な症例が多い。そこ

で広範囲顎骨支持型装置（歯科インプラント体の埋入手

術から、広範囲顎骨支持型補綴：ブリッジ形態または

床義歯形態の補綴装置）による治療を適応することによ

り、顎口腔機能や形態、そして QOL回復に大きな治
療効果があることが示されてきた。2年毎に行われる
診療報酬改定に伴い、点数や各種適応条件の見直しが

なされ、2022年度改訂により、口腔疾患の重症化予防、
口腔機能低下への対応の充実、生活の質に配慮した歯

科医療の推進に関連し、歯科固有の技術の評価のさら

なる見直しがなされた。

（公社）日本顎顔面インプラント学会では、2018年よ
り常置委員会として診療ガイドライン作成委員会を設

置し、この広範囲顎骨支持型装置および補綴治療に関

する診療ガイドライン作成に向けた網羅的文献検索と

CQについて検討を重ねた。しかし、この広範囲顎骨
支持型装置および補綴治療の保険適応基準を考慮した

治療成績については、学術知見が治療根拠となるエビ

デンスとしては十分とは言えない現状であった。とく

に腫瘍、外傷、骨髄炎等による広範囲顎切除あるいは

顎骨再建後のインプラント治療については、比較研究

が行い難く症例数も限られるために、治療法を推薦す

るために必要な CQ を導き出すに足りるエビデンスは
不足している状況である。そこで、限られた学術論文

や成書を参照した「顎骨再建とインプラントによる治療

指針－広範囲顎骨支持型装置治療マニュアル－」を刊行

することとし、本分野に大変造詣の深い執筆者にご参

画いただいた。

本治療指針－広範囲顎骨支持型装置治療マニュアル

－が、広範囲顎骨欠損をきたす多くの患者さん方の治

療において、われわれ歯科各専門医（口腔外科、歯周病、

歯科麻酔、小児歯科、歯科放射線、補綴歯科、矯正歯科、

インプラント歯科等）、医科各専門医（形成外科、耳鼻

咽喉科頭頸部外科、リハビリテーション科等）、言語療

法士等による多職種医療連携による臨床の場で活用さ

れることを強く祈念する次第である。今後さらなる広

範囲顎骨支持型装置治療に関するエビデンスの構築と

診療報酬改定、また発刊後の皆様方からの種々のご意

見等を集積して適時改訂を行い、将来的には診療ガイ

ドライン作成を目標としている。

最後に、（公社）日本顎顔面インプラント学会理事会、

診療ガイドライン作成委員会委員各位、合同委員会と

して作業を協同した用字用語委員会、雑誌編集委員会

各位の献身的努力と、執筆者のご尽力と熱意、ゼニス

出版 森山秀樹氏に心より感謝申し上げます。
2022年 8月
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6  その他の疾患への適応：外傷、骨髄炎などへの広範囲顎骨支持型装置および補綴治療（インプラント治療）の
適応について

139

249

第 3章 各論：唇顎口蓋裂・先天奇形 /先天多数歯欠損への
広範囲顎骨支持型装置および補綴治療の適応

1  口唇裂・口蓋裂の包括治療

2  口唇裂・口蓋裂に伴う広範囲顎骨欠損患者への骨造成

3  顎裂部への広範囲顎骨支持型装置および補綴の応用による形態・機能回復とその長期予後

4  先天性多数歯欠損への広範囲顎骨支持型装置および補綴の適応

5  口唇裂・口蓋裂患者の顎裂部への広範囲顎骨支持型装置および補綴治療の注意点
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